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５ その他
 手続において使用する言語及び通貨は、日
本語及び日本国通貨に限る。
 入札保証金及び契約保証金
 入札保証金 納付。ただし、利付国債の
提供又は銀行等の保証をもって入札保証金
の納付に代えることができる。また、入札
保証保険契約の締結を行い又は契約保証の
予約を受けた場合は、入札保証金を免除す
る。
 契約保証金 納付。ただし、利付国債の
提供又は金融機関若しくは保証事業会社の
保証をもって契約保証金の納付に代えるこ
とができる。また、公共工事履行保証証券
による保証を付し、若しくは、履行保証保
険契約の締結を行った場合は、契約保証金
を免除する。

 入札の無効 本公告に示した競争参加資格
のない者のした入札、申請書又は資料に虚偽
の記載をした者のした入札及び入札に関する
条件に違反した入札は無効とする。
 落札者の決定方法 上記３に定める評
価値の最も高い者を落札者とする。ただし、
落札者となるべき者の入札価格によっては、
その者により当該契約の内容に適合した履行
がなされないおそれがあると認められるとき
又はその者と契約を締結することが公正な取
引の秩序を乱すこととなるおそれがあって著
しく不適当であると認められるときは、予定
価格の制限の範囲内で発注者の定める最低限
の要求要件を全て満たして入札した他の者の
うち、評価値の最も高い者を落札者とするこ
とがある。
 評価内容の担保 実際の施工に際しては、
技術資料に記載した施工方法により施工し、
技術提案書に記載した提案内容を満たす施工
を行うものとする。受注者の責により提案内
容を満たす施工が行われない場合は、再度の
施工を行う。再度の施工が困難あるいは合理
的でない場合は契約金額の減額等を行う。
 入札結果保留に伴う調査への協力義務 予
決令第85条の基準を下回った入札があった場
合、入札参加者は当庁の行う事情聴取等の調
査に協力しなければならない。

 専任の監理技術者の配置が義務付けられて
いる工事において、低入札価格調査基準価格
を下回った価格をもって契約する場合におい
ては、監理技術者とは別に監理技術者と同一
の資格を満たす技術者の配置を求めることが
ある。（詳細は入札説明書による。）
 配置予定の主任技術者又は監理技術者との
雇用関係の確認を求めることがある。（詳細は
入札説明書による。）
 契約書作成の要否 要。
 当該工事に直接関連する他の工事の請負契
約を当該工事の請負契約の相手方との随意契
約により締結する予定の有無 無。
 関連情報を入手するための照会窓口 上記
４に同じ。
 特定ＪＶとしての資格の認定及び一般競争
参加資格の認定を受けていない者の参加 上
記２に掲げる一般競争参加資格の認定を受
けていない者も、上記４により申請書及び
資料を提出することができるが、競争に参加
するためには、開札の時において、当該資格
の認定を受け、かつ、競争参加資格の確認を
受けていなければならない。
 詳細は入札説明書による。

入札公告（建築のためのサービスその他の
技術的サービス（建設工事を除く））

次のとおり一般競争入札に付します。
令和元年７月１日

支出負担行為担当官
沖縄防衛局長 田中 利則

◎調達機関番号 010 ◎所在地番号 47
〇第１号
１ 業務概要
 品目分類番号 42
 業務の名称 北部訓練場（元）返還跡地に
おける植生回復調査等業務
 業務内容 本業務は、対象地内のヘリコプ
ター着陸帯跡地において植生の回復状況に係
るモニタリングを実施するとともに、当該地
に設置されている鉄板等について森林の環境
を保全しつつ搬出するものである。
 履行期限 令和２年３月31日
 本業務は、入札時に「企業による技術提案」
を受け付け、価格と価格以外の要素を総合的
に評価して落札者を決定する総合評価落札方
式のうち、技術提案の履行を含め、契約の内
容に適合した履行確保を厳格に評価するため
に、「履行確実性」の審査を追加し、その結果
を評価に反映させる試行対象業務である。
 本業務は、資料提出及び入札等を電子入札
システムにより行う業務である。ただし、電
子入札システムにより難いものは、発注者の
承諾を得て紙入札方式に代えるものとする。
なお、紙入札方式の承諾に関しては沖縄防
衛局総務部契約課に紙入札方式参加承諾書を
提出するものとする。
 本業務は、業務費内訳明細書の提出を義務
付ける業務である。

 次に示す同種又は類似業務について、元請
けとして平成21年４月１日から入札公告日ま
でに完了又は引渡しが完了した業務を履行し
た実績を有すること。（但し、同一の業務でな
くてもよい。）
・同種業務：環境モニタリング調査業務の実
績及び廃棄物の撤去の検討業務又は処理の
検討業務を履行した実績
・類似業務：環境モニタリング調査業務の実
績及び廃棄物の撤去又は処理を履行した実
績
なお、当該実績が平成16年４月１日以降に
契約した防衛省発注機関（契約担当官等が属
する防衛省本省の内部部局、防衛大学校、防
衛医科大学校、防衛研究所、統合幕僚監部、
陸上幕僚監部、海上幕僚監部、航空幕僚監部、
情報本部、防衛監察本部、地方防衛局並びに
統合幕僚長及び陸上幕僚長、海上幕僚長又は
航空幕僚長の監督を受ける陸上自衛隊、海上
自衛隊及び航空自衛隊の部隊及び機関並びに
防衛装備庁をいう。以下同じ。）（旧防衛施設
局、旧防衛施設支局及び旧装備施設本部（以
下「旧防衛施設局等」という。）を含む。）の業
務に係るものにあっては、業務成績評定通知
書の「評定点」（以下「評定点」という。）が65
点未満のものを除くこと。

２ 競争参加資格
 予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165
号。以下「予決令」という。）第70条及び第71
条の規定に該当しない者であること。
 防衛省における平成31・32年度一般競争
（指名競争）参加資格（以下「防衛省競争参
加資格」という。）のうち、測量・建設コンサ
ルタント等業務の「コンサルタント（環境等）」
に係る「Ａ」の格付を受け、沖縄防衛局に競
争参加を希望していること（会社更生法（平
成14年法律第154号）に基づき更生手続開始

の申立てがなされている者又は民事再生法
（平成11年法律第225号）に基づき再生手続
開始の申立てがなされている者については、
手続開始の決定後、再度級別の格付を受けて
いること。）。
 会社更生法に基づく更生手続開始の申立て
がなされている者又は民事再生法に基づき再
生手続開始の申立てがなされている者（の
再度級別の格付を受けた者を除く。）でないこ
と。
 一般競争参加資格確認申請書（以下「申請
書」という。）及び競争参加資格確認資料（以
下「技術資料」という。）の提出期限の日から
開札の時点までの期間に、沖縄防衛局長から
工事請負契約等に係る指名停止等の措置要領
について（防整施（事）第150号。28. 3.31）
に基づく指名停止を受けている期間中でない
こと。

６ Summary
 Official in charge of disbursement of the
procuring entity : Ryusuke Nakayama, Di‑
rector of the Accounting Division, Grand
Steward's Secretariat, Imperial Household
Agency, 11 Chiyoda, Chiyoda‑ku, Tokyo
1008111 Japan
 Classification of the services to be pro‑
cured : 41
 Subject matter of the contract : New
Construction work of the Sannomaru Sho‑
zokan (The Museum of the Imperial Col‑
lections) (1st term)
 Time‑limit for the submission of applica‑
tion forms and relevant documents for the
qualification : 5 : 00 P.M. 31 July 2019
 Time‑limit for the submission of tenders
brought along : 12 : 00 P.M. (noon) 24 Sep‑
tember 2019
 Contact point for tender documentation :
Accounting Section, Administration Divi‑
sion, Maintenance and Works Department,
Imperial Household Agency, 11 Chiyoda,
Chiyoda‑ku, Tokyo 1008111 Japan TEL
0332131111 (Ex. 3468・3477) FAX 03
32131260
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